
旧
両
神
戸
市
長
、
一
谷
副
知

事
、
砂
野
仁
氏
ら
を
初
め
神
戸

の
財
界
人
と
歓
談
し
た
。

ウ
ル
マ
ン
氏
は
全
米
の
都
市

で
最
年
少
の
市
長
。
一
九
六
九

年
の
市
長
選
で
初
の
栄
冠
を
勝

ち
と
っ
た
か
ら
実
に
市
長
就
任

は
三
十
四
歳
の
時
。
不
況
に
悩

む
シ
ア
ト
ル
市
で
は
こ
の
青
年

市
長
の
行
政
手
腕
を
高
く
評
価

す
る
市
民
が
圧
倒
的
に
多
い
。

ま
た
、
こ
の
口
来
神
し
た
ウ

ル
マ
ン
市
長
は
、
リ
ー
ダ
ー
ス

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
ア
ソ
ー
シ
エ
シ

ョ
ン
の
行
た
っ
た
姉
妹
都
市
提

携
コ
ン
テ
ス
ト
で
特
別
賞
を
も

ら
っ
た
神
戸
市
に
、
ク
リ
ン
ト

ン
都
市
提
携
委
員
長
か
ら
あ
ず

か
っ
た
銅
の
楯
を
た
ず
さ
え
て

き
て
お
り
、
こ
の
席
上
で
宮
崎

市
長
に
手
渡
し
た
。
こ
れ
は
ア

メ
リ
カ
国
内
の
姉
妹
都
市
コ
ン

テ
ス
ト
で
、
よ
い
活
動
を
し
た

都
市
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
も

の
で
、
神
戸
市
は
八
年
前
に
も

一
度
受
賞
し
て
い
る
。

☆
移
住
船
あ
る
ぜ
ん
ち
な
丸

最
後
の
船
出

南
米
に
新
天
地
を
求
め
る
人

完成した兵庫トヨタ（株）の社屋

3９

重村明美（2 1 歳）
大阪商船三井船舶ＫＫ神戸支店会計課

仕事を離れて自分の時間を持った時鑓ジャニ
スジョップリンを聞きながら広大なアフリカに
なぜか郷愁を感じるという。彼女はロックのリ
ズムとアフリカを重ねたもっと強烈なものを求
めているにちがいない。美しい長い髪が印象的
だ < 御影高校卒＞

☆
全
米
最
年
少
の
シ
ア
ト
ル
市

集
、
神
戸
を
訪
問

全
米
の
都
市
で
も
最
年
少
、

三
十
六
歳
の
ウ
ェ
ス
・
ウ
ル
マ

ン
・
シ
ア
ト
ル
市
長
が
京
都
国

際
会
館
で
開
か
れ
た
「
第
十
一

回
日
米
市
長
・
商
工
会
議
所
会

頭
会
議
」
に
出
席
の
た
め
来
日

十
月
二
十
三
日
に
は
シ
ア
ト
ル

の
姉
妹
都
市
で
あ
る
神
戸
を
訪

問
し
、
神
戸
港
を
見
お
ろ
す
神

戸
商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
ニ

十
四
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
か

れ
た
兵
庫
県
、
神
戸
市
、
神
戸

商
工
会
議
所
共
催
の
歓
迎
パ
ー

テ
ィ
に
出
席
。
宮
崎
、
原
口
新

2 認罰謹寧軽墳騨

住
船
と
し
て
初
航
海
に
就
い
て

か
ら
、
こ
れ
ま
で
太
平
洋
を
四

十
往
復
し
、
計
約
一
万
人
を
運

ん
だ
こ
と
に
な
る
。

☆
兵
庫
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
の

新
社
屋
完
成

こ
の
ほ
ど
兵
庫
ト
ヨ
タ
自
動

車
㈱
の
ス
マ
ー
ト
な
新
社
屋

が
、
東
遊
園
地
の
向
い
、
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
の
東
側
に
完
成
、

十
一
月
四
日
よ
り
営
業
を
開
始

し
た
。

所
在
地
神
戸
市
葺
合
区
磯
辺

通
四
丁
目
七
’
二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
七
八
）
二
五
一
’
五

一
五
一
（
大
代
表
）

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

鴬騨燕謹調

iｌ
挨拶のスピーチをするウルマンシアトル市長

盛んな見送りをうけて船出するあるぜんちな丸
ｑ
…
￥
も
“
α
・
意
喜
聞
哩
唖
固
闇
踊
蝕

激
減
し
た
た
め
、
同
船
は
こ
の

航
海
が
す
ん
だ
あ
と
、
神
戸
市

内
の
ド
ッ
ク
で
故
造
、
来
年
か

ら
は
洋
上
研
修
船
と
し
て
生
れ

変
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

同
船
は
三
十
三
年
に
南
米
移

鍵

た
ち
を
乗
せ
て
、
十
四
年
間
活

躍
し
た
大
阪
商
船
三
井
船
舶
の

「
あ
る
ぜ
ん
ち
い
な
丸
」
（
一
○

九
七
一
ト
ン
）
が
二
日
午
後
、
神

戸
港
か
ら
移
住
者
百
二
十
七
人

を
乗
せ
て
南
米
に
向
け
最
後
の

航
海
に
出
た
。
最
近
移
住
者
が

☆ＫＯＢＥ オフィスレディ☆
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おもての道に沿った建物や住宅からつくら
れている街は、なんとなくつまらないもので
す。整然と区画された宅地にお行儀よく配置
された住宅が並ぶ新しい住宅地、四周の道路
がすべて表道で、そのなかに平行に配列され
た共同住宅から椛成される団地などは、その
典型例でしょう。何故つまらないのでしょう
か。表ばかりで裏がない。だからすぐわかっ
てしまって、より興味がわかないからでしょ
うか。表という要素だけだから、くみたて要
素が少なくて、ふくらみが出てこないからで
しょうか。表はいつも清潔に掃ききよめられ
て、街の垢がつもらないからでしょうか。
裏町のつくり出している、またつくり出す
ことができる現場に目を向けてみましょう。
まず、旧西国街道、ここは、かつては表道

だったのですが、今では新しい幹線道路が出
来てしまって、裏道的な性格を出してきてい
ます。旧街道＋古い時間のたった建物群、そ
こに街の歴史を感心させる街道広場とでもい
った機能をもたせたいものです。商店街の裏
の路地、ここは、表のショッピングストリー
トやパチンコ店のファッサードと対立して、
食べものやさんや飲み屋さ人、バーをどがぎ
っしりと建てこんだ憩いの広場です。ここ
は、時間がたって悪臭を発するゴミたまりに
なったり、ベチャベチャ道では困ります。
お腹がいっぱいになった時、また、酔っぱ
らった時、坐りこんだり、ひっくりかえった
りすることが出来る床であってほしいもので
す。車が走れないかくれ道にそった1 1 1 のなか
の集落を訪ねて歩くハイキングの魅力も、裏
道の役割の一つでしょう。〈水谷頴介＞

写真上・下左南京町界隈

写真下右れんが小蹄

神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
⑰

コ
ン
ザ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
保
存
）
Ⅱ

‐
水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
・
Ｕ
Ｒ
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蕊鍵

青谷の静かな住宅街の狭くて急な坂は海と
山の緑を見通して、六甲山の扇状地に形成さ
れた神戸の街の特色となっています。私は天
気の良い日に、この様な街をぶらぶらするの
が好きです。小路に思わず良い住宅や植木の
花にめぐり合い足を止めます。現在大丸の独
身寮の敷地のすみにあるこの住宅も良い建物
の一つです。この住宅は建築家の村野藤吾氏
の設計したもので、かや葺の農家を想像する
急勾配の屋根に、日本ではめずらしい天然ス
レート葺の屋根に面白い型の出窓が出ていま
す。道路と敷地との大きな高低差を利用して
道路に面して広い車庫があり鉄筋コンクリー
ト構造の大きなスパンの上に木造の住宅が乗
っています。黄土色のリブの付いたセラミッ
クタイル貼りのラフな外壁に鉄の格子やコン
クリートの板を恢込まれた窓は道路からの視
線をさえぎり住宅のプライバシーを保ってい
ます。
道路から気持の良いコンクリートの階段を

登ると庭のレベルに上ります。これから又１
" z ぐらい登ると玄関ポーチに出ます。この階
は厨房、居間、女中室、和室の寝室があり、
和室の南に広いベランダが在り、庭に出るこ
とが出来ます。現在は住む人も無く物置にな
り荒れていますが、椛造材、屋根材等本物の
材料を使用しているので、たたみや建具を取
り替えると十分に住める住宅です。この建物
が人が住まないまま朽ちて行くのは神戸の文
化財が無くたって行くようで残念でなりませ
ん。古いが豊かな空間のある住宅に新しく人
が住み、そこで人々の生活が営まれて住宅は
完成するのです。この住宅で再び生活が始ま
ることを希望します。〈武田則明＞

鍵

水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
。
Ｕ
Ｒ

〈
古
い
住
宅
に
新
し
い
生
活
を
〉

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
⑳

E閣蕊覇

( 写真上）建築家村野藤吾氏が設計した農家風のユニークな住宅
( 下左）ガレージの見える側面
( 下右）二階ベランダ

譲鶴
f蕊
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鍵鍵鍵鍵：

ビ
ー
ル
フ
ェ
ル
ド
は
人
口
、
万
ぐ
ら
い
の
西
ド
イ
ツ
の
一
地
方

都
市
で
あ
る
。
こ
の
ビ
ー
ル
フ
ェ
ル
ド
に
隣
接
し
て
い
る
小
さ
た

町
が
、
世
界
で
も
例
の
ま
い
ほ
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
町
で
あ
り
、
日
本

の
コ
ロ
ニ
ー
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い
る
町
で
も
あ
る
。
こ

の
町
の
名
「
ベ
ー
テ
と
は
「
神
の
家
」
を
意
味
し
、
人
口
一
万

一
千
人
の
う
ち
約
三
五
○
○
人
が
何
ら
か
の
障
害
を
も
っ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
一
般
に
は
「
障
害
者
の
町
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ

て
い
る
。

今
か
ら
一
○
○
年
ほ
ど
前
の
一
八
六
七
年
に
ル
ー
テ
ル
教
会
の

一
人
の
牧
師
が
こ
の
土
地
の
一
軒
の
農
家
を
買
い
と
り
、
五
人
の

て
ん
か
ん
の
子
供
を
保
護
し
た
の
が
、
こ
の
町
の
始
ま
り
で
あ
る

が
、
そ
れ
以
後
障
害
者
や
、
彼
等
を
保
護
、
指
導
す
る
デ
ィ
ア
コ

ー
ン
（
修
道
士
）
や
デ
ィ
ア
コ
ニ
ッ
セ
（
修
道
女
）
の
数
も
次
第
に
増

え
、
一
般
の
商
人
な
ど
も
こ
こ
に
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
の

町
を
形
づ
く
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
百
年
余
の
間
、
ベ
ー
テ
ル

が
歩
ん
で
き
た
道
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
表
か
つ
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
危
機
は
何
度
か
お
と
ず
れ
た
が
、
そ
の
中
で
も
第

二
次
大
戦
勃
発
と
同
時
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
命
じ
た
オ
イ
タ
ナ
ジ
ー

（
安
楽
死
政
策
）
は
最
大
の
危
機
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
民
族
と
ド

イ
ツ
国
家
の
繁
栄
の
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
障
害
を
排
除
す
べ
き

だ
、
と
い
う
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
ユ
ダ
ヤ
人
絶
滅
計
画
の
一
環
と
し
て

障
害
者
の
殺
害
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
園
長
は
ベ
ー
テ

ル
創
立
者
の
甥
に
あ
た
る
一
一
代
目
ボ
ー
デ
ル
シ
ュ
ビ
ン
グ
氏
で
あ

っ
た
が
、
彼
は
「
障
害
者
が
死
刑
に
値
い
す
る
ど
の
よ
う
な
罪
を

犯
し
た
の
か
」
と
叫
ん
で
、
自
分
の
命
を
か
け
て
ベ
ー
テ
ル
を
守

り
通
し
た
。
ド
イ
ツ
の
障
害
者
を
救
い
、
ベ
ー
テ
ル
を
救
っ
た
の

は
ボ
ー
デ
ル
シ
ュ
ピ
ン
グ
園
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
人
々
の
心
に

根
ざ
す
正
義
感
と
強
い
信
仰
の
力
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

一
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
障
害
者
を
守
り
つ
づ
け
て
き
た
ベ
ー
テ
ル

の
一
貫
し
た
精
神
で
も
あ
っ
た
。

ベ
ー
テ
ル
に
は
「
手
に
は
仕
事
を
、
心
に
は
神
を
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
よ
う
に
、
軽
度
の
障
害
者
は
自
分
の
能
力
に
応
じ
て
働

く
事
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
人
間
は
働
く
こ
と
に

よ
っ
て
生
き
る
喜
び
を
知
る
の
だ
と
い
う
考
え
方
に
も
と
ず
い
て

１
４２

１

29昭

鍵
▲ベーテル遠景

§
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な
い
と
か
で
す
っ
た
も
ん
だ
し

た
揚
句
、
ね
ば
っ
た
甲
斐
あ
っ
て
三
日
目
に
「
マ
ハ
ナ
イ
ム
」
と
い
う

大
人
の
男
性
重
症
患
者
の
施
設
に
職
場
が
決
ま
っ
た
。
（
つ
づ
く
）

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
「
障
害
者

の
町
」
と
い
う
概
念
か
ら
、
一

般
社
会
か
ら
は
隔
離
さ
れ
た
、

何
か
特
殊
な
地
域
集
団
を
予
想

し
て
い
た
私
の
考
え
は
全
く
く

つ
が
え
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
町

の
中
に
は
学
校
、
郵
便
局
、
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
本
屋
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
…
…
等
普
通

の
町
と
同
じ
よ
う
に
何
で
も
あ

る
。
い
や
、
こ
こ
は
全
く
ド
イ

ツ
の
普
通
の
町
巌
の
だ
．
ｌ

障
害
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
を

除
い
て
は
。

町
を
ブ
ラ
ブ
ラ
と
一
人
で
歩

い
て
い
る
う
ち
に
、
ひ
と
つ
こ

こ
に
住
ん
で
働
い
て
や
ろ
う
と

い
う
気
が
フ
と
私
の
心
に
起
っ

て
き
た
。
思
い
た
っ
た
が
百
年

目
、
さ
っ
そ
く
人
事
部
長
さ
ん

を
訪
ね
て
交
渉
し
て
み
る
。
ド

イ
ツ
語
が
で
き
な
い
か
ら
ダ
メ

だ
と
か
、
受
け
入
れ
る
施
設
が

力
の
不
足
と
い
っ
て
は
す
ま
さ
れ
な
い
深
刻
な
問
題
な
の
だ
。
今

の
所
は
何
と
か
、
ド
イ
ツ
国
内
や
、
世
界
各
国
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
力
に
よ
っ
て
き
り
ぬ
け
て
い
る
が
、
「
働
き
手
」
の
問
題

は
ベ
ー
テ
ル
だ
け
で
な
く
、
巨
大
な
コ
ロ
ニ
ー
に
共
通
し
た
大
き

な
問
題
で
も
あ
る
。

私
が
ベ
ー
テ
ル
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
六
月
の
上
旬
で
あ
っ

た
。
訪
ね
て
み
る
と
こ
の
町
に
は
柵
も
な
い
し
壁
も
な
い
。
ど
こ

か
ら
ど
こ
ま
で
が
町
の
境
界
か
も
わ
か
ら
な
い
。
ヨ
ロ
ニ
ー
」

い
る
の
だ
が
、
町
を
歩
い
て
み
る
と
牧
場
で
馬
や
羊
の
飼
育
を
し

た
り
、
花
壇
の
手
入
れ
を
し
た
り
、
ま
た
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
場
や

商
店
で
一
般
の
人
々
と
一
諾
に
黙
々
と
働
い
て
い
る
障
害
者
の
姿

が
目
に
つ
く
。
私
は
閑
静
な
ベ
ー
テ
ル
の
墓
地
が
好
き
だ
っ
た
の

で
何
度
と
な
く
足
を
運
ん
だ
が
、
早
朝
こ
こ
を
訪
れ
る
と
、
き
ま
っ

て
一
人
の
精
薄
の
老
女
が
雑
草
を
ぬ
い
た
り
落
葉
を
掃
除
し
て
い

る
の
を
見
か
け
た
。
彼
女
に
と
っ
て
墓
地
の
落
葉
拾
い
は
毎
日
の

日
課
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
一
生
の
仕
事
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
が
、

彼
女
の
こ
の
単
純
な
作
業
の
繰
返
し
に
よ
っ
て
ベ
ー
テ
ル
の
墓
地

は
た
え
ず
き
れ
い
に
保
た
れ
て
い
る
事
を
考
え
て
み
る
と
、
彼
女

の
存
在
と
そ
の
役
割
の
意
味
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。

こ
の
墓
地
に
は
、
そ
の
生
涯
を
障
害
者
の
た
め
に
働
き
、
そ
し

て
死
ん
で
い
っ
た
牧
師
、
修
道
士
、
修
道
女
た
ち
の
魂
が
眠
っ
て

い
る
。
数
え
き
れ
な
い
程
立
並
ん
で
い
る
石
の
十
字
架
の
一
つ
一

つ
に
は
、
修
道
女
の
名
前
と
生
前
彼
女
た
ち
が
好
ん
だ
聖
書
の
一

節
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
長
年
の
風
雪
に
さ
ら
さ
れ
、
苔
が

生
え
て
文
字
の
判
然
と
し
な
い
も
の
も
多
い
。
ベ
ー
テ
ル
創
立
当

初
の
牧
師
の
墓
石
を
を
み
る
と
、
み
な
非
常
に
短
命
で
あ
っ
た
の

に
気
づ
く
。
彼
ら
が
ど
れ
ほ
ど
自
分
を
酷
使
し
、
苦
難
の
道
を
歩

ん
だ
か
は
、
ベ
ー
テ
ル
の
歴
史
を
ひ
も
と
い
て
み
れ
ば
わ
か
る
事

だ
が
、
注
意
し
て
み
れ
ば
こ
の
墓
地
も
そ
の
苦
難
の
歴
史
を
克
明

に
刻
み
つ
づ
け
て
い
る
。

日
本
で
も
最
近
、
こ
の
ベ
ー
テ
ル
の
町
を
モ
デ
ル
と
し
て
群
馬

県
の
高
崎
市
、
愛
知
県
、
大
阪
府
の
金
剛
山
な
ど
に
次
々
と
障
害

者
の
た
め
の
コ
ロ
ニ
ー
が
建
設
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
コ
ロ
ニ
ー
是

否
論
は
別
と
し
て
、
日
本
の
コ
ロ
ニ
ー
に
こ
の
ベ
ー
テ
ル
と
同
じ

も
の
を
期
待
す
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
ベ
ー
テ
ル
に
は
日
本
で

い
う
人
間
尊
重
の
精
神
と
は
全
く
異
質
の
キ
リ
ス
ト
教
に
基
ず
く

人
間
平
等
の
思
想
が
あ
り
、
こ
の
強
い
信
仰
の
力
を
今
の
日
本
に

期
待
す
る
こ
と
は
殆
ど
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
ベ
ー
テ
ル
に
も
今
、
大
き
な
問
題
が
一
つ
あ
る
。
そ

れ
は
障
害
者
の
た
め
に
生
涯
を
さ
さ
げ
て
働
く
修
道
女
が
少
く
な

り
、
次
第
に
高
齢
化
し
て
い
る
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
手
の
か
か
る

多
く
の
重
症
者
を
か
か
え
て
い
る
ベ
ー
テ
ル
で
は
、
単
な
る
労
働

ベーテルの先覚者たちが眠る閑静な墓地

１
４３

１
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で
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

こ
れ
は
、
碍
子
の
生
産
工
程
上
発
生

す
る
泥
蕊
が
河
川
を
汚
濁
す
る
の
で
、

こ
れ
の
再
生
利
用
を
考
え
た
結
果
、
従

来
の
油
吸
着
材
と
は
全
く
異
質
の
独
創

☆
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
⑳

新
油
吸
着
剤
ｌ
ダ

イ
‐
‐
卜
、
Ｉ
ル

的
な
も
の
を
発
明
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
泥
紫
に
可
燃
性
物
質

を
添
加
焼
成
し
て
、
開
孔
多
孔
質
化

し
、
こ
れ
に
疎
水
性
物
質
を
表
面
被
覆

し
た
も
の
。

こ
れ
を
水
面
上
に
浮
遊
す
る
油
面
に

散
布
す
る
と
、
開
孔
多
孔
質
に
起
因
す

る
毛
細
管
現
象
と
疎
水
性
被
覆
の
琵
水

効
果
に
よ
っ
て
、
油
分
の
み
を
選
択
的

に
吸
着
す
る
。
全
面
的
に
吸
着
し
終
る

と
、
比
重
一
・
二
と
な
っ
て
水
底
に
落

下
す
る
。
吸
着
の
完
了
し
て
い
な
い
、

１
４４

１

諸
岡
博
熊

倹
紳
外
貿
易
埠
頭
工
団
工
務
部
長
〉

こ
の
十
月
五
日
、
神
戸
大
橋
近
く
の

海
面
で
大
が
か
り
な
〃
流
出
油
処
理
実

験
″
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
ニ
ュ
ー
ス

で
ご
存
知
の
こ
と
と
思
う
。

こ
れ
は
、
第
五
管
区
海
上
保
安
部
、
船

舶
技
術
研
究
所
大
阪
工
業
試
験
所
が
中

心
と
な
っ
て
、
①
散
布
器
噴
射
試
験
、

②
油
水
吹
引
性
能
実
験
、
③
油
捕
集
機

回
収
実
験
、
④
流
出
油
焼
却
処
理
実
験

⑤
吸
油
材
性
能
実
験
、
⑥
扉
風
式
オ
イ

ル
フ
ェ
ン
ス
有
効
性
実
験
な
ど
三
時
間

半
に
に
わ
た
っ
て
実
験
が
く
り
拡
げ
ら

れ
た
。
こ
の
結
果
は
参
加
各
機
関
が
そ

れ
ぞ
れ
持
ち
帰
り
分
析
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
今
後
の
流
出
油
の
処
理
や

タ
ン
カ
ー
火
災
な
ど
の
防
止
や
処
理
方

法
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

×
×
×

こ
の
実
験
の
』
つ
ち
油
吸
着
剤
に
つ
い

て
各
種
材
料
が
比
較
さ
れ
た
が
、
一
長

一
短
が
あ
っ
て
、
早
々
に
結
論
は
出
し

に
く
い
。

し
か
し
、
〃
ダ
イ
ト
ー
ル
〃
な
る
商

品
名
で
売
り
出
さ
れ
て
い
る
新
材
料
は

今
後
の
性
能
試
験
に
よ
っ
て
応
用
範
囲

が
広
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の

雷 鶏

材
料
は
水
面
に
浮
遊
す
る
。

×
×
×

化
学
成
分
は
、
の
』
○
い
（
畠
。
い
ま
）
ず
缶

﹈
い
○
酌
（
闇
・
函
ま
）
Ｊ
句
の
い
○
駒
ｅ
・
酌
ま
）
“
○

四
○
ｅ
・
嶋
翠
）
“
ｚ
四
画
○
（
岸
．
②
誤
）
Ｊ
尉
圃
Ｏ

Ｐ
函
誤
）
、
粒
度
三
○
ミ
リ
以
下
の
も

の
で
、
一
リ
ッ
ト
ル
当
り
○
・
二
キ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
。

吸
油
能
力
は
一
リ
ッ
ト
ル
当
り
ほ
ぼ

七
○
○
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
油
を
吸
着
す

る
。
耐
熱
性
は
一
、
三
○
○
○
度
Ｃ
ま

で
安
定
し
、
捷
水
処
理
の
も
の
は
八
○

度
Ｃ
以
下
の
温
水
に
も
安
定
す
る
。
水

素
イ
オ
ン
濃
度
Ｐ
Ｈ
は
中
性
で
、
耐
薬

品
性
。
耐
海
水
性
は
き
わ
め
て
安
定
し

て
い
る
。

×
×
×

使
用
方
法
は
、
空
中
散
布
し
た
り
、

工
場
排
水
口
に
袋
に
つ
め
て
流
出
油
を

吸
着
し
た
り
で
き
る
。
ま
た
、
布
に
吸

着
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
油
に
よ
る
汚

水
を
拭
い
去
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

一
方
、
再
使
用
ま
た
は
使
用
後
の
処

理
と
し
て
は
、
道
路
舗
装
材
料
に
転
用

で
き
る
。
さ
ら
に
遠
心
分
離
で
油
脂
分

を
除
く
と
再
使
用
可
能
と
な
り
、
農
業

用
土
製
改
良
材
に
も
利
用
が
可
能
で
、

湿
地
の
排
水
効
果
向
上
に
も
役
立
つ
。

〈
写
真
は
、
油
脂
分
を
吸
着
さ
せ
て
汚
濁
防
止

処
理
し
た
水
で
金
魚
を
飼
育
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
水

面
に
浮
ぶ
白
い
も
の
が
、
吸
着
の
完
了
し
て
い
な
い

も
の
。
水
底
の
黒
い
の
が
、
油
を
吸
着
し
て
沈
澱
し

た
も
の
〉
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⑨輔戸眼鏡院
元町店・元町３．丁目壷( 3 2 1 ）1 2 1 2 代表
三宮店・さんちかタウン盃( 3 9 1 ）1 8 7 4 ～５

ゴシチャロフ
本社神戸市生田区加納町４‐１壷3 9 1 - 2 6 3 6

4５

ＭＡＫＥＵＰすばらしいあなたに…
ＷＩＴＨＲＯＹＡＬ

メタル時代をむかえた日本にも登場／
フレームのないフレーム《メタルナイロール》

蕃１０，０００から
めがねの御用命はお気軽に神戸眼筑院で御相g 炎ください

☆自動車にてご来店のお方様は駐車券進呈／

元町店＝神戸市立花隈駐車場

さんちか店＝神戸市方章宮駐車場

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
お
ひ
ざ
も
と
で
味
わ
え
ま
す
よ
う
に
、
と
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
が
心
を
こ
め
て
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

伝
統
、
と
風
格
の
自
己
紹
介

§
一

ザ
垂
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☆クリスマスパーティーを御予約下さいませ。

駒

おしゃれなトアーロードのレストラン

②神戸で生れた純粋に
手づくりの欧風家具

4６

鍵４む

；

＝

●那寿

雫雫:涛i雲
那壱

生圧I 区北長央 i 函３－４

ＴＥＬＯ７８( 3 9 1 ）１８７３

ｲ ﾝ …不二屋
ショールーム神戸市生田区三宮町３丁目５番地
〈トア・ロード〉神戸（0 7 8 ) 3 9 1 - 0 5 3 5（代）
葺合工場神戸市葺合区旭通１丁目1 0 番地
小束山工場神戸市垂水区多聞町小東山9 7 5 ノ１

Ｎ

↑；爵.鵬

－~ ~ ~ －‐－－１

１１iGt蕊i織繍’
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4７

くらしのプラン〈2 〉個人邸のセントラル・ヒーテイング

、鋳”・震瀞識
監蟻織蕊…鍵綴噛

■唖

邑幽

め( 左）から熱いお湯がすぐでる台所で飯田夫人・寝室にも、子供部屋にも。右は、床間の奥にはめ込んだ日本間のヒーテイング

阪急六甲駅から東へ。脳羽小学校の西隣りに去年の２
月に竣工した" 六甲ハイツ" にお住いで、歯科医の飯田浩
司さんののお宅は、買い取り住宅ですが、思い切ってガ
スのセントラルヒーティングに一昨年の内装前から実施
された個人邸です。そこで今日はお宅を訪問して瑛子夫
人にいろいろとその良否をお聞きしてみました。
環境の良いこの六甲ハイツの４階4 0 8 室のベルを押す
と１階にお住いの上村美紗子夫人とお話の最中。陽ざし
の明るい部屋には、大阪ガスのマークが入ったセントラ
ルヒーティングが台所に、そして放熱機が寝室、和室、
応接室、子供部屋と全部にとりつけれています。
瑛子夫人は「主人が同じお金をかけるのなら最初に投

入しようと申しまして、最初石油も考えたのですが、子
供もいますし、もしものことがあってはと安全率の高い
ガスのセントラルヒーティングにしたんです。実際に住
んでみると、ここは４階で六甲おろしをまともに受け非

常に風が強いので､ 暖房であたたかく、お湯もでるしとて
も便利で重宝しています。それに個人的にしましたので
全体的になさっているところより経費は安上りですし･ ･ ･
…。台所のセントラルヒーティングもコンパクトでデザ
インも美しいし､ 子供に留守をさせても､ お湯が熱くなる
と消え、ぬるくなると灯がつくので安心なんです。先日
は妹が来て赤ちゃんのうぶ湯をつかったのですが、すぐ
お湯が使えるのでとっても便利でした。あまり暖かくて
子供が風邪をひきやすいので夜中は切っています。それ
に冷暖房の切替えに夏と冬の２回きてもらいます。思い
きってセントラルヒーティングにして良かったなという
のが主人ともどもの実感ですね」と語ってくださった。
< 飯田邸のセントラルヒーティングの設計設備は協和ガス住宅設備機器で
す〉

セントラルヒーティングのご相談は、神戸市東灘区住吉
東町４ノ７ノ１８協和ガス住宅設備機器㈱雪( 0 7 8 ) 8 5 1 -
9 3 2 1 大阪市北区梅田町４６大阪営業所雪( 0 6 ｳ 3 4 5 - 8 5 6 0
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まいしょっぷ

商品の価値は買う
側の" ひと" が買わ
れる側の" もの，, に
どれだけ魅了され
るかで' 決定されま
す。
私達は
唾もの, ，と霞ひと”の
接点を追求してい
ます。

神戸トアロード
洋装店ＡＶＯＮ
入船Ｋ､ Ｋ設計･ 施工

爵

驚鍵

拳伽
篭‘

皇■
贈琶露

店舗一企画・設計・施イテのオールマイテイ
入船株式会社神戸市灘区友田町５－２－２雪3 5 Ｉ－３Ｉ９Ｉ

ヨニノプU。守j'一J.車 4８
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■出席者

朝比奈

黄
田原

ｲ半

千足< クラリネット奏者＞

輝．明くテノール歌手＞

祥一郎〈テノール歌手＞
須美< 伴・阿部舞踊研究所主

⑭特集｜／世界を駆ける神戸っ子/ 座談会

ヨーーロッパ音楽留学談議

伴
私
は
ス
ペ
イ
ン
に
四
年
間
、
フ
ラ
メ
ン
コ
の
研
究
で
ま
い
り

ま
し
た
。
モ
ロ
ッ
コ
へ
は
一
カ
月
程
ス
ペ
イ
ン
に
お
り
ま
す
時
に

行
き
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
カ
ン
ス
を
利
用
し
て
セ
ビ
リ
ヤ
等
に
も

行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
ほ
と
ん
ど
を
勉
強
の
方
に
重
点
を
置
き
ま

し
た
の
で
あ
ま
り
遊
び
と
い
う
こ
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
フ
ラ
メ

ン
コ
だ
け
が
魅
力
で
…
…
（
笑
）
イ
タ
リ
ア
へ
は
帰
り
に
一
週
間

程
、
絵
と
か
彫
刻
と
か
を
見
に
ま
い
り
ま
し
た
。

田
原
ぼ
く
は
イ
タ
リ
ア
に
行
き
、
ミ
ラ
ノ
に
ア
パ
ー
ト
を
借
り

て
三
年
ほ
と
ん
ど
そ
こ
に
お
り
ま
し
た
。
毎
日
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

の
海
外
派
遣
特
別
審
査
会
と
い
う
の
で
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
、
せ
っ
か
く
来
た
ん
だ
か
ら
、
と
ず
っ
と
滞
在

し
た
わ
け
で
す
。
ミ
ラ
ノ
で
の
勉
強
が
主
で
、
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ

っ
た
と
き
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
な
ん
か
に
行
き
ま
し
た
。

黄
ぼ
く
は
田
原
君
と
学
生
時
代
か
ら
縁
が
あ
り
、
ど
っ
ち
が
金

魚
で
ど
っ
ち
が
金
魚
の
糞
だ
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
行
く
と
き
も

帰
る
と
き
も
同
じ
飛
行
機
で
し
て
ね
、
ア
パ
ー
ト
も
運
悪
く
近
く

て
歩
い
て
十
分
か
ら
十
五
分
の
と
こ
ろ
で
（
笑
）
オ
ペ
ラ
の
勉
強

も
ず
っ
と
一
緒
に
し
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
も
バ
カ
ン
ス
を
利
用

し
て
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
な
ど
へ
行
き
ま
し
た
が
、
や
は
り

歌
の
勉
強
が
目
的
だ
っ
た
も
の
で
、
そ
う
あ
ち
こ
ち
に
は
行
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

朝
比
奈
ぼ
く
は
途
中
一
カ
月
程
帰
っ
て
来
た
ん
で
す
が
、
合
計

五
年
間
ド
イ
ツ
に
お
り
ま
し
た
。
最
初
の
一
一
年
間
は
ブ
レ
ー
メ
ン

と
い
う
小
さ
な
町
で
特
費
留
学
生
と
し
て
、
音
楽
の
イ
ロ
ハ
か
ら

学
び
ま
し
た
。
二
年
で
帰
る
つ
も
り
が
、
せ
っ
か
く
来
て
る
ん
だ
か

☆
ス
ペ
イ
ン
で
は
街
中
が
お
昼
寝
し
ま
す

’
4９

１

編
集
部
今
日
は
何
年
か
外
国
に
音
楽
留
学
を
さ
れ
た
方
々
に
お

集
り
頂
き
ま
し
た
の
で
、
外
国
生
活
を
通
し
て
見
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
像
だ
と
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ
て
見
直
さ
れ
た
日
本
と
い

う
よ
う
な
も
の
を
お
話
し
し
て
頂
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
伴
先
生
は
、
ス
ペ
イ
ン
に
は
何
年
位
行
っ
て
ら
し
た
の

で
す
か
。
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ら
と
、
ベ
ル
リ
ン
に
移
っ
て
オ
ペ
ラ
、
声
楽
一
般
を
勉
強
し
た
り

演
奏
会
を
ど
を
や
っ
た
り
し
ま
し
た
。
チ
ェ
コ
ヘ
演
奏
旅
行
に
行

き
ま
し
た
し
、
勉
強
も
で
す
が
、
遊
び
の
方
も
ず
い
ぶ
ん
遊
び
ま

し
た
ね
（
笑
）
。
ス
ペ
イ
ン
だ
け
は
行
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
。

編
集
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
初
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
習
慣

と
か
食
べ
物
で
と
ま
ど
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
…

．
：
。
食
事
の
点
は
い
か
が
で
し
た
か
。

伴
ス
ペ
イ
ン
で
は
朝
は
九
時
頃
、
カ
フ
ェ
、
コ
ン
レ
ッ
チ
ェ
、

ミ
ル
ク
コ
ー
ヒ
ー
と
い
う
ん
で
す
か
、
そ
れ
と
パ
ン
で
す
ね
。
パ

ン
は
日
本
と
比
べ
た
ら
す
ご
く
お
い
し
い
ん
で
す
。
と
て
も
軽
い

食
事
で
す
。
そ
し
て
お
昼
に
重
点
を
お
い
て
、
フ
ル
コ
ー
ス
を
頂

く
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
シ
エ
ス
タ
ー
と
い
っ
て
、
お
昼
寝
に
入

り
ま
す
。
銀
行
も
デ
パ
ー
ト
も
四
時
半
ま
で
お
休
み
で
、
あ
い
て

い
る
の
は
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
ぐ
ら
い
左
も
の
で
す
。
岡
時
半
ぐ
ら
い

か
ら
又
仕
事
を
始
め
て
、
七
時
半
く
ら
い
に
は
閉
っ
て
し
ま
う
わ

け
で
、
そ
れ
か
ら
散
歩
の
時
間
で
す
。
ウ
イ
ン
ド
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
と
い
っ
て
、
正
装
し
て
街
を
歩
い
て
楽
し
む
の
で
す
。
そ
れ
が

終
っ
て
か
ら
が
夕
食
で
す
か
ら
、
九
時
す
ぎ
で
割
に
軽
い
も
の
で

す
。困

っ
た
こ
と
と
い
え
ば
、
私
は
日
本
で
は
十
一
時
に
は
も
う
べ

朝
比
奈
お
役
所
の
能
率
が
悪
い
の
は
ど
こ
で
も
同
じ

で
す
ね
。
日
本
は
こ
の
悪
い
と
こ
ろ
を
真
似
し
て
る
ん
で
す
よ
。

ド
イ
ツ
な
ん
て
特
に
の
ろ
く
っ
て
…
…
。

伴
じ
ゃ
あ
、
買
物
し
た
ら
お
つ
り
は
や
っ
ぱ
り
買
っ
た
品
物
に

足
し
て
い
く
や
り
方
な
ん
で
す
ね
。
あ
れ
は
い
や
で
す
ね
え
。

朝
比
奈
巧
円
の
品
物
を
買
う
と
す
る
で
し
ょ
う
。
血
円
払
っ
た

ら
、
布
円
の
品
物
と
血
円
並
べ
て
置
く
ん
で
す
ね
。
そ
し
て
品
物

の
上
に
５
円
置
い
て
、
帥
円
、
加
円
置
い
て
…
…
。
一
緒
に
な
っ

た
ら
、
そ
れ
で
お
つ
り
く
れ
ま
す
。
布
円
な
ど
や
さ
し
い
も
の
な

ら
ま
だ
い
い
け
ど
、
１
８
５
０
円
な
ど
や
や
こ
し
く
な
る
と
、
も

う
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

伴
遅
い
で
す
ね
え
。
そ
れ
で
、
デ
パ
ー
ト
な
ん
か
行
き
ま
し
て

も
、
店
員
さ
ん
と
絶
対
一
対
一
で
な
い
と
応
答
で
き
な
い
ん
で
す

ね
。
横
か
ら
何
か
い
っ
た
ら
も
う
計
算
で
き
な
い
ん
で
す
。
こ
れ

と
こ
れ
と
こ
れ
を
買
っ
た
か
ら
い
く
ら
い
く
ら
で
し
よ
、
と
い
っ

た
ら
「
あ
ん
た
、
日
本
人
で
し
よ
」
（
笑
）

朝
比
奈
本
当
に
一
回
に
一
つ
の
こ
と
し
か
出
来
な
い
ん
で
す

ね
。
お
つ
り
勘
定
し
て
る
時
、
お
も
い
出
し
て
、
も
う
一
つ
追
加
、

な
ん
て
い
っ
た
ら
も
う
わ
か
ら
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
。

伴
そ
れ
で
次
の
人
が
ま
た
、
何
に
も
い
わ
ず
に
何
分
で
も
待
っ

て
る
ん
で
す
。
日
本
人
な
ら
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
の
に
…
…
。

氏
☆
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
す
一
銅
」
く
の
ん
び
り
屋

足
黄
イ
タ
リ
ア
で
は
、
飲
酒
運
転
な
ど
を
取
り
し
ま
つ

千
て
た
ら
も
う
大
変
で
す
よ
。
交
通
巡
査
ま
で
が
、
ピ

奈
－
ピ
ー
笛
を
吹
い
て
い
た
の
が
、
い
な
く
な
っ
た
左

比
と
、
思
っ
て
た
ら
ね
、
バ
ー
に
入
っ
て
チ
ョ
ッ
と
ひ
つ

朝
か
け
て
赤
い
顔
し
て
出
て
き
て
．
：
：
．
（
笑
）
。

田
原
銀
行
や
郵
便
局
は
西
洋
で
は
ち
ょ
っ
と
の
こ
と

で
も
、
も
う
一
日
仕
事
に
な
り
ま
せ
ん
ね
、
能
率
が
悪

く
っ
て
…
…
。

ツ
ド
に
入
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、
向
こ
う
で
は
空
は
ま

だ
青
い
ん
で
す
ね
。
い
っ
た
い
い
つ
寝
た
ら
い
い
の
か

迷
っ
ち
ゃ
て
…
．
．
．
（
笑
）

’
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朝
比
奈

ア
は
ど
う

み
そ
か
に

ス
で
わ
れ

お
お
み

た
り
、
も

黄
イ
タ
リ
ア
で
は
ね
、
お
つ
り
を
貰
う
時
、
気
を
つ
け
な
い
と

よ
く
ご
ま
か
さ
れ
る
ん
で
す
よ
。
ひ
ど
い
の
は
ね
、
駅
で
切
符
を

買
う
で
し
ょ
う
。
「
あ
あ
次
の
電
車
が
出
る
よ
早
く
行
き
な
さ
い
」

友
ん
て
せ
か
さ
れ
て
、
行
き
か
け
た
ら
お
つ
り
が
足
り
た
い
の
に

気
が
つ
い
て
…
…
。
引
っ
か
え
し
て
、
「
足
ら
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

い
っ
た
ら
「
あ
、
そ
う
か
」
っ
て
（
笑
）
憎
め
な
い
ん
で
す
ね
。

を
徹
し
て
畷

☆
日
本
に
そ
ん
な
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
い
た
の
か
な
？

伴
ク
リ
ス
マ
ス
の
こ
と
で
す
け
れ
ど
、
と
て
も
静
か
な
ん
で
す

よ
。
黄
色
い
豆
電
球
が
ず
う
っ
と
街
路
樹
に
つ
い
て
い
て
、
柱

に
も
ま
き
つ
け
て
あ
り
、
夜
に
な
る
と
ま
る
で
王
宮
の
中
を
自
分

が
歩
い
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
す
ぐ
ら
い
。
ス
ペ
イ
ン
は
こ

う
い
う
こ
と
に
は
す
ご
く
、
お
金
を
つ
か
う
国
で
す
。
そ
し
て
家

庭
で
は
と
て
も
質
素
で
家
族
だ
け
が
集
ま
っ
て
羊
の
丸
焼
き
頂
い

た
り
．
…
：
日
本
の
よ
う
に
バ
カ
騒
ぎ
は
し
な
い
で
す
ね
。

朝
比
奈
型
日
は
あ
ち
ら
で
は
一
年
中
で
一
番
静
か
な
時
な
ん
で

す
。
あ
ら
ゆ
る
店
、
映
画
館
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
オ
ペ
ラ
ハ
ゥ
ス
、

喫
茶
店
は
全
部
し
ま
っ
て
、
ネ
オ
ン
だ
け
が
つ
い
て
い
ま
す
け

ど
、
自
動
車
も
バ
ス
も
ほ
と
ん
ど
動
か
な
い
。
皆
、
家
庭
で
、
家
族

だ
け
で
楽
し
み
ま
す
。
一
番
こ
ま
る
の
は
ぼ
く
た
ち
留
学
生
な
ん

族
が
い
な
い

灘 伴
宗
教
に
重
点
を
置
い
た
も
の
が
ク
リ
ス
マ
ス
だ
か
ら
で
す

黄 で
す
（
笑
）
始
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
外
で
夕
食
す
る
つ
も
り
で
い

た
ら
、
ど
っ
こ
も
し
ま
っ
て
て
真
暗
で
し
か
た
な
く
買
っ
て
あ
っ

た
カ
ビ
の
は
え
そ
う
な
パ
ン
を
む
し
ゃ
む
し
ゃ
食
べ
て
…
（
笑
）
家

く
れ
ま
す
ね
、

黄
ぼ
く

ね
。
日
本

で
す
か
ら
僕
た
ち
留
学
生
を
ど
こ
か
の
家
庭
が
必
ず
呼
ん
で

須美さん

に
ク
リ
ス
チ

や
な
い
で
す

の
は
ク
リ
ス

の
か
と
い
わ
れ
て
、 気

を
き
か
し
て
。

伴

の
よ
う
に
ク
リ
ス
マ
ス
を
祭
日
と
し
て
楽
し
む
も
の
じ

す
か
ら
ね
。

、
日
本
人
は
ど
の
よ
う
に
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
す

わ
れ
て
、
銀
座
な
ん
か
行
く
と
大
変
だ
、
一
晩
中
、
夜

騒
い
だ
よ
、
と
い
っ
た
ら
び
っ
く
り
し
て
、
「
そ
ん
な

チ
ャ
ン
が
い
た
の
か
な
？
」
（
笑
）

で
す
か
ら
、
ぼ
く
は
い
つ
も
説
明
す
る
と
き
、
イ
タ
リ

な
の
か
知
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
ち
ら
で
は
三
十
一
日
の
大

一
番
大
騒
ぎ
す
る
で
し
よ
、
あ
れ
が
我
々
の
ク
リ
ス
マ

わ
れ
の
お
正
月
が
あ
な
た
た
ち
の
ク
リ
ス
マ
ス
だ
と
。

そ
か
は
ド
イ
ツ
で
は
む
ち
ゃ
く
ち
や
で
、
爆
竹
が
鳴
つ

う
大
騒
ぎ
で
、
そ
れ
こ
そ
「
俺
は
へ
ソ
マ
ガ
リ
だ
か
ら

一
人
で
寝
て
る
ん
だ
」
な
ん
て
、
絶
対
出
来
ま
い
（
笑
）

勝
手
に
戸
を
あ
け
ら
れ
て
「
新
年
お
め
で
と
う
／
，
」
と

シ
ャ
ン
ペ
ン
さ
し
出
さ
れ
て
：
…
．
必
ず
一
人
シ
ャ
ン
ペ

ン
一
本
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
。

田
原
ド
イ
ツ
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
す
ご
い
れ
。

伴
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
三
十
一
日
か
ら
一
日
に
な
る
と

き
、
十
二
時
の
時
が
鳴
る
で
し
よ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
ブ

ド
ウ
を
一
つ
ボ
ン
、
二
つ
ボ
ン
と
十
二
粒
頂
く
ん
で
す
。

そ
し
て
ワ
ー
ッ
と
タ
ン
バ
リ
鳴
ら
し
て
喜
ん
で
、
そ
れ
で

終
り
で
す
。
あ
ん
ま
り
バ
カ
騒
ぎ
は
し
な
い
で
す
ね
。
そ

の
十
二
粒
の
ブ
ド
ウ
が
と
っ
て
も
す
て
き
な
ん
で
す
。

田
原
ぼ
く
の
ア
パ
ー
ト
の
下
に
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る

ん
で
す
が
、
二
時
前
後
に
こ
こ
を
歩
く
と
あ
ぶ
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
夜
中
の
二
時
、
三
時
に
帰
る
ん
で

と
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
留
学
生
が
一
番
さ
み
し
い

マ
ス
で
す
ね
。

１
５
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す
が
、
空
ピ
ン
や
皿
と
か
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
ま
す
。

朝
比
奈
十
二
時
が
鳴
っ
た
と
き
、
空
ピ
ン
や
爆
竹
を
投
げ
つ
け

る
ん
で
す
よ
。
ど
こ
か
ら
投
げ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
。
あ
ぶ
な

い
か
ら
家
の
中
に
ひ
っ
こ
ん
で
、
逆
に
家
ん
な
か
か
ら
自
分
で
投

げ
ま
す
（
笑
）

鷺田
原
イ
タ
リ
ア
で
騒
ぐ
の
は
サ
ッ
カ
ー
で
す
ね
。
国
際
試
合
な

ん
か
あ
る
と
大
変
で
、
夜
な
ん
か
ね
ら
れ
ま
せ
ん
。

黄
試
合
が
終
っ
た
と
た
ん
、
ミ
ラ
ノ
の
中
で
い
っ
せ
い
に
自
動

車
が
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
す
ん
で
す
。
旗
を
窓
か
ら
出
し
て
ワ

ァ
ー
ッ
と
走
る
ん
で
す
。
（
笑
）

伴
ス
ペ
イ
ン
で
は
サ
ッ
カ
ー
の
こ
と
を
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
い

い
、
向
こ
う
は
闘
牛
と
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
し
か
楽
し
み
が
ま
い
ん

で
す
。

田
原
闘
牛
は
す
ご
い
で
す
ね
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
へ
行
き
ま
し
た
け

ど
、
入
っ
た
と
た
ん
に
も
う
あ
お
く
な
り
ま
し
て
ね
、
す
ぐ
ひ
き

あ
げ
ま
し
た
。

伴
私
は
大
好
き
で
す
。
結
局
あ
れ
は
踊
り
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が

あ
る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
き
れ
い
な
ケ
ー
プ
裁
き
た
ん
か
す
る
と

ほ
れ
ぽ
れ
し
ち
ゃ
て
れ
…
。
も
う
夢
中
に
な
り
ま
す
。

朝
比
奈
女
性
の
方
が
、
残
酷
な
ん
で
す
ね
（
笑
）
闘

牛
の
後
、
ビ
フ
テ
キ
食
べ
ら
れ
ま
す
か
（
笑
）

田
原
い
や
そ
れ
で
ね
、
闘
牛
場
に
行
っ
た
時
、
家
内

氏
が
気
分
が
悪
い
と
い
う
の
で
出
よ
う
と
思
っ
た
ら
道
に

Ⅲ良
迷
っ
ち
ゃ
っ
て
、
刺
さ
れ
た
牛
を
す
ぐ
処
理
し
て
る
と

一
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
（
笑
）
目
の
前
で
や
っ
て
る
ん
で
す

祥
ね
。
そ
れ
ま
で
連
日
ビ
フ
テ
キ
を
食
べ
に
行
っ
て
た
ん

原
で
す
ょ
、
こ
ん
な
厚
い
の
。
そ
の
後
で
見
た
か
ら
ま
だ

田
い
い
ん
で
す
よ
。

伴
私
は
一
回
同
か
ら
大
丈
夫
だ
っ
た
、
本
当
に
好
き

な
ん
で
す
ね
。
見
て
る
と
こ
う
血
が
わ
い
ち
ゃ
う
ん
で

す
。

☆
ウ
ナ
ギ
も
ユ
デ
ダ
コ
も
ハ
サ
ミ
で
チ
ョ
キ
チ
ョ
キ
：
．
…

原
田
闘
牛
見
な
い
ま
で
も
、
市
場
は
ち
ょ
っ
と
日
本

の
女
性
は
歩
け
な
い
で
す
よ
。
ウ
サ
ギ
、
豚
・
・
・
。

伴
お
腹
あ
け
て
ズ
ラ
ー
と
並
ん
で
ま
す
。

朝
比
奈
ひ
づ
め
か
ら
鼻
の
先
か
ら
耳
や
し
っ
ぽ
ま
で
、
全
部

食
べ
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
舌
、
タ
ン
シ
チ
ュ
ー
っ
て
上

品
左
も
の
と
思
っ
て
た
ら
あ
ん
な
も
ん
で
び
っ
く
り
し
た
（
笑
）

伴
こ
れ
、
ち
ょ
う
だ
い
と
い
う
と
目
の
前
で
ピ
ー
ッ
と
皮
を
は

ぐ
ん
で
す
ね

田
原
ス
ペ
イ
ン
の
市
場
は
大
き
い
で
す
ね
。

伴
す
ご
い
で
す
。
そ
し
て
ス
ペ
イ
ン
は
お
魚
が
多
い
で
す
よ
。

エ
ビ
、
カ
ニ
、
イ
カ
。
困
る
の
は
、
ゆ
で
だ
こ
を
ぶ
ら
さ
げ
て
あ

っ
て
、
こ
れ
頂
だ
い
、
と
い
う
と
、
タ
コ
の
足
を
ヒ
ョ
イ
と
持
っ

て
ハ
サ
ミ
で
チ
ョ
キ
チ
ョ
キ
と
輪
切
り
に
し
て
…
…
そ
れ
に
レ
モ

ン
か
け
て
食
べ
る
と
お
い
し
い
で
す
ね
。
お
魚
類
頼
む
と
と
に
か

く
全
部
ハ
サ
ミ
で
す
ね
。

で
も
、
本
当
に
Ⅱ
本
人
ほ
ど
器
用
な
の
っ
て
い
な
い
で
す
ね
。

カ
レ
イ
の
大
き
な
の
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
三
枚
に
お
ろ
し
て
下

さ
い
。
な
ん
て
い
っ
た
ら
、
背
骨
に
全
部
身
が
つ
い
て
し
ま
っ

て
、
そ
れ
を
ポ
ン
、
と
捨
て
て
し
ま
う
し
、
皮
は
い
で
、
と
い
っ

た
ら
身
が
ち
よ
と
し
か
残
ら
な
く
て
…
…
。

朝
比
奈
ウ
ナ
ギ
も
そ
う
で
す
。
動
い
て
い
る
の
を
つ
か
ま
え

’
5２
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編
集
部
神
戸
に
も
来
年
市
民
ホ
ー
ル
が
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
う
い
っ
た
発
表
の
場
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。朝

比
奈
向
こ
う
は
お
城
だ
と
か
そ
の
ま
ま
昔
か
ら
の
施
設
を
利

用
し
て
音
楽
を
や
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
又
、
町
が

小
さ
な
教
区
に
わ
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
教
会
が
あ
り
、
そ
の

中
で
必
ず
、
一
週
間
に
一
度
演
奏
会
み
た
い
な
の
が
あ
り
ま
す
。

田
原
テ
レ
ビ
に
な
る
と
、
サ
ロ
ン
風
な
感
じ
で
す
ね
。
日
本
だ

と
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
な
ど
に
行
け
ば
い
ろ
ん
な
音
楽
会
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
う
い
う
事
が
な
い
で
す
ね
。
オ
ペ
ラ
と
か
、
放
送
の
時
に

公
開
し
て
や
る
場
合
と
か
、
又
、
音
楽
会
と
い
っ
て
も
招
待
と
い

う
か
、
サ
ロ
ン
的
な
形
式
に
よ
り
ま
す
ね
。

☆
言
葉
を
早
く
マ
ス
タ
ー
す
る
に
は
一
人
で
行
く
の
が
一
番
で
す

て
、
壁
の
釘
に
し
ば
り
つ
け
て
、
ぬ
る
ぬ
る
す
る
も
の
だ
か
ら
二

○
分
く
ら
い
か
か
っ
て
チ
ョ
キ
チ
ョ
キ
や
っ
て
る
ん
で
す
。

黄
ウ
ナ
ギ
の
皮
な
ん
か
全
部
と
っ
ち
ゃ
う
の
で
、
そ
れ
が
嫌
で

い
つ
か
カ
バ
ヤ
キ
し
よ
う
と
そ
の
ま
ま
買
っ
て
き
た
の
は
い
い
け

ど
、
今
度
は
台
所
で
逃
げ
出
し
ち
ゃ
っ
て
（
笑
）
大
騒
動
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

話
は
か
わ
り
ま
す
が
、
海
外
へ
は
、
一
人
で
行
け
ば
言
葉
な
ん

て
ほ
ん
と
、
覚
え
る
も
の
で
す
ね
。
誰
か
一
緒
だ
と
、
外
で
イ
タ

リ
ア
人
と
接
し
て
い
て
も
、
帰
っ
た
ら
日
本
語
で
話
す
で
し
ょ

う
。
そ
れ
が
特
別
に
影
響
し
な
く
と
も
、
日
本
語
を
口
に
し
な

い
、
と
い
う
だ
け
で
そ
の
国
の
言
葉
に
慣
れ
て
く
る
ん
で
す
。
こ

と
ば
の
点
で
は
複
数
で
行
く
の
は
と
て
も
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
ま
す

ね
。
一
人
だ
と
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
な
ん
か
で
コ
ー
ヒ
ー
飲
ん
だ
り

し
て
る
と
す
ぐ
、
「
あ
、
日
本
人
か
」
と
し
ゃ
べ
り
に
来
て
、
会

話
の
練
習
に
な
り
ま
す
。

黄
田
原
君
は
イ
タ
リ
ア
に
行
っ
て
最
初
の
二
、
三
カ
月
は
一
人

だ
け
だ
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
と
っ
て
も
イ
タ
リ
ア
語
が
う
ま
か

っ
た
ん
で
す
よ
。
ど
う
い
う
方
法
で
う
ま
く
な
っ
た
の
か
は
知
り

ま
せ
ん
が
（
笑
）

田
原
ほ
ん
と
に
、
日
本
語
を
話
す
習
慣
が
つ
い
て
し
ま
う
と
、

外
で
は
し
ゃ
べ
れ
な
く
な
る
も
ん
で
す
よ
。

編
集
部
久
し
ぶ
り
に
日
本
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
て
、
以
前
と
何
か

違
っ
た
印
象
な
ど
受
け
ら
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

朝
比
奈
ぼ
く
は
帰
っ
て
か
ら
も
う
半
年
経
つ
の
で
馴
れ
ち
ゃ
っ

た
で
す
け
ど
、
伴
さ
ん
は
帰
っ
て
ら
し
て
す
ぐ
で
し
た
ら
ず
い
ぶ

ん
ち
が
う
で
し
ょ
う
れ
。

伴
町
が
す
ぐ
変
っ
て
し
ま
い
ま
す
旭
、
日
本
は
。
私
、

万
博
の
時
知
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
伊
丹
空
港
な
ど
び
っ

く
り
し
ま
し
た
ね
。
あ
そ
こ
雑
草
が
一
杯
だ
っ
た
の
に

今
、
と
て
も
き
れ
い
で
…
…
そ
れ
と
、
私
個
人
の
こ
と

氏
で
す
が
、
向
こ
う
に
い
る
と
ラ
ジ
オ
も
何
も
た
え
ず
フ

明
ラ
メ
ン
コ
が
流
れ
て
い
て
、
だ
か
ら
流
行
歌
も
フ
ラ
メ

ン
コ
調
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
こ
っ
ち
帰
っ
た
ら
も

耀
う
い
ろ
ん
な
国
の
歌
が
入
り
乱
れ
て
い
ま
す
か
ら
し
ば

ら
く
す
ご
く
さ
び
し
か
っ
た
ん
で
す
。
や
は
り
フ
ラ
メ

黄
ン
．
の
歌
は
い
い
で
す
も
の
。
そ
れ
と
食
べ
物
で
は
、

日
本
に
帰
っ
た
ら
あ
れ
食
べ
よ
う
、
こ
れ
食
べ
た
い
、

な
ん
て
思
っ
て
た
け
ど
、
頂
け
な
い
も
ん
で
す
ね
、
そ

れ
よ
り
向
こ
う
の
延
長
み
た
い
な
料
理
を
作
り
た
く
な

る
ん
で
す
。

１
５３
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☆
「
ど
う
に
か
な
る
さ
」
の
留
学
な
ん
て
断
固
反
対

黄
日
本
人
と
い
う
の
は
、
非
常
に
勤
勉
な
国
民
で
す
ね
。
そ
し

て
頭
が
い
い
で
す
ね
。
で
す
か
ら
身
近
な
生
活
、
例
え
ば
買
物
に

行
っ
て
も
、
銀
行
に
い
っ
た
り
し
て
も
非
常
に
事
が
ス
ム
ー
ズ
に

運
ぶ
し
、
気
持
が
い
い
で
す
ね
。

朝
比
奈
ド
イ
ツ
人
も
勤
勉
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
け
ど
、
日
本

ほ
ど
じ
ゃ
な
い
。
ま
た
、
人
と
の
接
触
と
い
う
の
が
、
日
本
人
は
昔

と
比
べ
て
非
常
に
な
め
ら
か
に
な
っ
た
の
じ
や
な
い
で
す
か
。
近

頃
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
る
方
は
と
て
も
外
国
人
と
の

つ
き
あ
い
が
上
手
に
な
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
二
、

三
の
旅
行
者
の
は
ず
か
し
い
話
も
聞
く
に
は
聞
き
ま
す
が
：
．
…
。

・
で
も
、
勤
勉
だ
と
い
っ
て
も
、
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
え
で
休
む

時
も
残
業
な
ど
し
て
働
か
れ
る
の
は
実
は
い
や
が
ら
れ
る
ん
で

す
。
勉
強
で
も
、
僕
な
ん
か
ヒ
マ
を
見
つ
け
て
部
屋
で
笛
吹
い
た

り
ピ
ア
ノ
ひ
い
た
り
し
て
る
け
れ
ど
も
、
「
休
む
時
に
は
休
め
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
僕
の
為
を
思
っ
て
い
っ
て
く
れ
て
る
と
い
う
よ

り
は
、
向
こ
う
に
と
っ
て
迷
惑
な
ん
で
す
ね
。
（
笑
）
ク
リ
ス
マ

ス
と
か
謝
肉
祭
と
か
、
復
活
祭
と
か
宗
教
的
に
静
か
で
あ
る
べ
き

時
な
ん
か
は
こ
っ
ち
か
ら
遠
慮
し
ま
す
け
ど
。

日
本
人
は
勤
勉
で
、
入
づ
き
あ
い
が
よ
く
っ
て
、
と
い
う
の
は

い
い
事
で
す
け
れ
ど
も
、
反
面
、
わ
が
ま
ま
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て

ね
。
日
本
の
食
べ
物
と
か
習
慣
に
固
執
し
た
り
．
：
…
。

田
原
ど
こ
の
国
で
も
対
日
感
情
は
い
い
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ

を
「
日
本
に
は
気
を
つ
け
ろ
」
な
ど
と
い
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
て

欲
し
い
。
何
か
目
的
を
持
っ
て
外
国
に
行
か
れ
る
の
は
い
い
と
思

う
の
で
す
が
、
只
、
何
と
な
く
来
て
、
ど
う
に
か
な
る
さ
、
と
い

う
よ
う
で
は
駄
目
で
す
ね
、
片
道
切
符
な
ん
て
の
は
困
り
ま
す
。

朝
比
奈
向
こ
う
は
人
手
が
足
り
な
い
ん
だ
か
ら
皿
洗
い
に
で
も

使
っ
て
も
ら
え
る
、
と
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
る
人
を
見
か
け
ま
す
。

黄
と
に
か
く
何
と
か
左
る
、
と
い
う
よ
う
な
調
子
で
は
一
番
、

い
ろ
い
ろ
と
問
題
を
起
こ
し
や
す
い
で
す
ね
。

伴
外
国
に
行
く
と
い
う
の
は
、
勉
強
が
目
的
の
場
合
、
見
聞
を

広
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
を
見
つ
め
直
す
こ
と
な
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
向
こ
う
に
い
る
留
学
生
を
見
て
み
ま
す

と
、
食
べ
る
も
の
も
食
べ
ず
に
頑
張
っ
て
勉
強
し
て
い
る
人
と
、

自
分
は
駄
目
な
ん
だ
、
と
も
う
遊
び
回
っ
て
ば
か
り
い
る
人
と
は

っ
き
り
わ
か
れ
て
し
ま
っ
て
、
中
間
く
ら
い
の
人
な
ん
て
い
な
い

ん
で
す
ね
。

日
本
の
お
嬢
さ
ん
な
ん
か
で
、
社
交
は
と
っ
て
も
じ
ょ
う
ず
に

左
っ
て
る
ん
で
す
が
、
生
活
が
荒
れ
て
し
ま
っ
て
、
日
本
に
帰
っ

て
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
の
か
と
心
配
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
留
学
と
い
う
こ
と
を
何
か
は
き
違
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

あ
ち
ら
で
は
、
女
は
弱
い
も
ん
だ
、
守
っ
て
あ
げ
な
く
て
は
駄
目

な
ん
だ
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
女
性
に
対
し
て
や
さ
し
く
ふ
る
ま

う
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
、
自
分
は
愛
さ
れ
て
い
る
ん
だ
と
勘
違
い
し

て
。
…
：
危
険
で
す
ね
、
そ
う
い
う
方
が
留
学
さ
れ
る
の
は
絶
対
反

対
で
す
。

勉
強
は
ど
こ
で
も
で
き
る
ん
で
す
か
ら
。
確
か
に
、
絵
は
ス
ペ

イ
ン
だ
と
か
、
声
楽
は
イ
タ
リ
ー
だ
と
か
、
音
楽
は
ド
イ
ツ
だ
と

か
、
彫
刻
は
や
っ
ぱ
り
イ
タ
リ
ー
だ
と
か
…
…
そ
の
場
合
は
わ
か

り
ま
す
よ
。
で
も
一
年
く
ら
い
行
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
こ
れ
が
勉

強
で
き
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
場
合
は
、
よ
ほ
ど
自
分
の
考
え
な
り
を

し
っ
か
り
し
て
行
か
左
か
つ
た
ら
、
必
ず
失
敗
し
て
し
ま
い
ま
す

ね
。ま

た
、
古
い
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
日
本
女

性
と
し
て
の
礼
儀
作
法
を
守
っ
て
き
ま
し
た
、
す
る
と
と
て
も
喜

ば
れ
ま
し
た
。
日
本
で
ほ
め
ら
れ
る
礼
儀
作
法
と
い
う
の
は
外
国

で
も
通
用
し
ま
す
。
日
本
の
い
い
面
は
ど
し
ど
し
外
国
に
知
ら
せ

た
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、
日
本
女
性
は
す
ば

ら
し
い
な
、
と
思
わ
れ
る
よ
う
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。八

文
責
編
集
部
／
お
可
川
に
て
Ｖ

カ
ッ
ト
・
矢
田
貝
充
彦

１
５４

１

朝
比
奈
ぼ
く
は
帰
っ
て
か
ら
太
り
ま
し
た
。
向
こ
う
と
同
じ
よ

う
な
も
の
ば
か
り
食
べ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
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神戸店・三宮屋琴池コラ乞防１Ｆ
ＴＥＬＯ７８(391)０３８３

大阪店。梅田阪急コァイコ' ４Ｆ
ＴＥＬＯ６.(361)7040瀞

' 7 2 輸入フレーム新入荷

｢ めが､ ねの情報がいっぱい_ ，

めがねの－

☆モリカヮ大阪店
阪急ファイブ令に１２月３日オープンしました

。トアロード東京・銀座３－２
(078)331-6711～３ＴＥＬ（03)535-504

霧
蕊
鍔
霧
議
驚

醗蕊識Z？
睡詞

錘母

5５

蕊

灘

難

』のﾅﾌ ﾒ J 念の

マキシンの帽子のおもとめは
全国有名百貨店でどうぞ

々

ＳｉＮＣＥ１Ｂフフ

マ キシ
婦人帽子つき鰯 婦
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こんにちは赤ちゃん 坐
ハ
半
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→
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み
よ
Ｉ
蝉

舗
滞
群
燕
斗
伽
…
：

夫
鑓
《
噸
蕊
蕊 F15

芦屋市西蔵町〆橋本則一君

完全看護☆冷暖房完備☆病院前駐車可能

芦屋市大耕町１番1 8 号
国道芦屋川電停東5 0 米( 明治生命南）
公芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表

蔓柿沼産婦人科
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